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『海のそなえ』 〜水難事故は防止できる! パトちゃんと３つのクイズに挑戦〜

 全国1万人アンケートからわかった“溺れ”の実態を理解し、具体的な“そなえという心構えと行動”を身に着けよう! このお絵かきムービーでは、全国1万人アンケートで見え
てきた３つの特徴をクイズにしています。水難事故は、子どもから大人までひとりひとりの水辺の安全に関する知識と行動で防止できます。３つのクイズに挑戦しながら、
子どもと水辺に遊びに行く保護者の皆さんに、どうすれば水辺で安全にすごすことができるのか、気づいていただけるきっかけになることを期待しています。 今回の動画は
お絵かきクリエイターの荒巻なおみさんに制作いただきました。「e-Lifesaving」に登場するキャラクターのパトちゃんを、お絵かきでイキイキと動かしながら、“溺れ”の
実態と水難事故防止についてイラストで表現してくれました。保護者の方とお子さんが一緒に見やすいように構成されている温かいタッチの素敵な作品となっております。
是非、たくさんの方に見ていただき、「水辺の事故ゼロ」を目指すとともに、海辺で安全に楽しく過ごす人々が増えることを願います。

3-①a Water Safety啓発 e-Lifesaving PR 『海のそなえ』動画制作公開実施報告

3. eラーニングシステムの広報啓発の強化 ※事業目標 2-(2)に関連
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3-②b JLA広報室・2024年度 Instagram 

Water Safety啓発 e-Lifesaving PR  SNS用縦型動画制作公開実施報告

JLA広報室第１弾公開 7月 7日（日）#1 海行こうぜ！「知ってみよう！」
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（1）時期：2024年4月〜2025年3月

（2）場所：東京、茨城、神奈川、静岡、大阪、広島、福岡、佐賀、沖縄

（3）受講者 128(105)名、内合格者 89(96)名 ※( )内の数字は2023年度実績
●BLS指導員養成講習会 27(44)名
●ウォーターセーフティ指導員養成講習会 32(23)名
●サーフライフセービング指導員養成講習会 22(7)名
●プールライフガーディング指導員養成講習会 0(5)名 

※開催無し
●IRB指導員養成講習会 5(3)名
●PWRC指導員養成講習会 0(8)名

※開催無し
●ジュニアライフセービング指導員養成講習会 3(6)名
☆合計 89(96)名 

（4）内容：
a．学科（JLA指導員とは，指導法）
b．実技（学科指導、実技指導、デモンストレーション）
c．学科および実技試験
d．面接試験

4. 指導員養成及びサポーター講習   ※事業目標 2-(3)に関連

4‐① 各種指導員養成講習会の開催・実施
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【BLS指導員養成講習会】

日程 時間 会場 受講者 合格者

2024年 11月23、24、12月7、8日 9：00〜17：00
東京医薬看護専門学校
（東京都江戸川区）

16 5

2025年 1月10、11、12、13日 9：00〜17：00
北谷町メディアステーション
（沖縄県中頭郡北谷町）

8 5

2025年 1月18、19、25、26日 9：00〜17：00
マリンビル
(静岡県静岡市)

17 11

2025年 1月25、26、2月1、2日 9：00〜17：00
そぴあしんぐう
(福岡県糟屋郡新宮町)

4 2

2025年 2月8、9、22、23日 9：00〜17：00
大阪ハイテクノロジー専門学校
（大阪府大阪市淀川区）

8 4

合計 53 27

4‐① 各種指導員養成講習会の開催実績
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4‐① 各種指導員養成講習会の開催実績

【BLS指導員養成講習会の様子】
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【BLS指導員養成講習会の様子】

4‐① 各種指導員養成講習会の開催実績



【ウォーターセーフティ指導員養成講習会】

日程 時間 会場 受講者 合格者

2024年 4月27、28日 9：00〜17：00
流通経済大学
（茨城県龍ケ崎市）

4 4

2024年 12月14、15日 10：00〜18：00
東京都立駒場高等学校
（東京都目黒区）

6 6

2025年 1月25、26日 8：00〜17：00
タピックタラソセンター宜野座
（沖縄県国頭郡）

11 7

2025年 2月10、11日 10：00〜18：00
静岡県富士水泳場
（静岡県富士市）

10 10

2025年 3月15、16日 9：00〜17：00
SAGAアクア
（佐賀県佐賀市）

2 2

2025年 3月29、30日 9：00〜17：00
スポーツクラブビッグラン
(広島県福山市)

7 3

合計 40 32

7

4‐① 各種指導員養成講習会の開催実績
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4‐① 各種指導員養成講習会の開催実績

【ウォーターセーフティ指導員養成講習会の様子】
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【ウォーターセーフティ指導員養成講習会の様子】

4‐① 各種指導員養成講習会の開催実績
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【サーフライフセービング指導員養成講習会】

日程 時間 会場 受講者 合格者

2024年 4月21、27、28、30日 9：00〜17：00
相良海岸/相良ライフセービングハウス
(静岡県牧之原市)

申込み
無し

申込み
無し

2024年 5月11、12、18、19日 9：00〜17：00
三浦海岸/三浦市勤労市民センター
(神奈川県三浦市)

13 11

2024年 11月9、10、16、17日 9：00〜17：00
三浦大浦海岸/三浦市勤労市民センター
(神奈川県三浦市)

7 4

2025年 2月7、8、9、10日 9：00〜17：00
北谷公園サンセットビーチ/北谷町美浜ステーション
(沖縄県中頭郡北谷町)

7 7

合計 27 22

4‐① 各種指導員養成講習会の開催実績
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≪サーフライフセービング指導員養成講習会の様子≫

4‐① 各種指導員養成講習会の開催実績
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【サーフライフセービング指導員養成講習会の様子】

4‐① 各種指導員養成講習会の開催実績
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【プールライフガーディング指導員養成講習会】

日程 時間 会場 受講者 合格者

2024年 11月10、16、17日 9：00〜17：00
オンライン(学科)/サンマリーンながの
（長野県長野市）

申込み無し

2025年 2月16、22、23日 9：00〜17：00
オンライン(学科)/アクアブルー多摩
（東京都多摩市）

申込み無し

合計 0

4‐① 各種指導員養成講習会の開催実績
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【IRB指導員養成講習会】

日程 時間 会場 受講者 合格者

2025年 3月29、30日 9：00〜17：00 大竹海岸（茨城県鉾田市） 5 3

合計 5 3

4‐① 各種指導員養成講習会の開催実績
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【ジュニアライフセービング指導員養成講習会】

日程 時間 会場 受講者 合格者

2025年 3月22、23日 9：00〜17：00 ビジョンセンター浜松町（東京都港区） 3 ３

合計 3 ３



【フォローアップ研修会(既存指導員向け)】

日程 時間 会場 参加者

2025年 １月10日(金) 15:00-17:00
北谷町美浜メディアステーション

沖縄中頭郡北谷町
9

2025年 1月18日(土) 16:00-18:00
マリンビル

静岡県静岡市清水区
5

2025年 1月25日(土) 15:00-17:00
そぴあしんぐう

福岡県糟屋郡新宮町
3

2025年 2月8日(土) 15:00-17:00
大阪ハイテクノロジー専門学校 第2校舎

大阪府大阪市淀川区
6

2025年 3月19日(水) 18:00-20:00 ビジョンセンター浜松町
東京都港区

12

2025年 3月23日(日) 10:00‐12:00
東京医薬看護専門学校第4校舎

東京都江戸川区
9(16)

2025年 3月23日(日) 14:00-16:00
東京医薬看護専門学校第4校舎

東京都江戸川区
3(14)

合計 47(30)

16
※( )内の数字はオンラインによる参加者数

4‐① 各種指導員養成講習会の開催実績
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≪フォローアップ研修会の様子≫

4‐① 各種指導員養成講習会の開催実績
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（1）時期：2024年4月〜2025年3月

（2）場所：教育機関施設（体育館・プール）、民間プール、海浜等

（3）参加者：17,687名（小中高校生、教職員、社会人）

（4）内容：

a．心肺停止または呼吸停止に対する一次救命処置法（CPR、AED）

97か所、5,936名

b．ウォーターセーフティ

112か所 11,751名

4‐② ライフセービングサポーター講習会の開催・実施

4. 指導員養成及びサポーター講習 ※事業目標2-(3)に関連
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参加者への配布物

A4クリアファイル 講習会パンフレット
ジュニアライフセービング

テキストブック

4‐② ライフセービングサポーター講習会の開催・実施
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4-③ 教育本部直轄ライフセービングサポーター講習会の開催・実施（BLS） 

2024年度 参加者241名への
事後アンケートより

教職員の参加が66.8％、
職場研修や授業の一環として参加が最多。

理解できた
理解できた

【まとめ】
⚫ 胸骨圧迫や基本的なAEDの取り扱いなどの基本技術に対しての満足度は高い結果であった。
⚫ 搬送や死戦期呼吸など現場で必要な関連知識や技術の伝達への関心も高かった。
⚫ 有事の際に行動できるかの問いに対しては自信を持って行動できるが16.6%であり、より一次救命を担うには課題が残る。

【今後の課題】
⚫ ライフセービングサポーター講習会からライフセービングに興味をつなげたり、我々の活動に賛同し、会員数の増加や他の資格

取得を希望することにつなげたい。
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2024年度の受講者数は1628名であった。小学生650名、中学生756名、教員96名、指導員97名、そのほか56名

65%

22%

11% 1% 1%

大変満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

62%
20%

15%
2% 1%

非常に勧めたい やや勧めたい

どちらでもない あまり勧めたくない

勧めたくない

受講の感想 受講の推奨

80%以上の方が、受講に満足し、他者への受講を推奨している。

水辺で溺れないために１番重要だと思うこと

1位 あらかじめ水辺の危険な場所や状況、時間帯を知っていること 451件、27.7%

２位 ライフジャケットの正しい着方を理解し、活用できる力を身につけていること 330件、19.0%

３位 あらかじめ水辺の危険な場所や状況、時間帯を知っていること 308件、18.9%

受講後には、事前の備えや準備を重視する傾向にあった。

4-④ 教育本部直轄ライフセービングサポーター講習会の開催・実施（WS）
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